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【別紙②－2】

階段昇降機操作訓練実施状況　2021年6月21日（月）～24日（木）　設置駅伯耆大山駅　14：00～15：30

　　　訓練参加者数20名　2021年度昇降機使用実績（年２回）
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2021 年度総合事故対応訓練を実施（米子管理駅） 

 

2021 年 11 月 5 日（金）、マニュアルの手順や関係者間での確認会話などの再確認を目的として、

警察・消防および米子地区の各職場に所属する社員を含め総勢約 80 名が参加して、総合事故対応

訓練を実施しました。（米子管理駅からは約 20 名が参加しました。） 

 第 1 部で踏切事故を想定し、現地における警察・消防・ＪＲ各部門間の連携の必要性を再確認し、

第 2部で救護訓練、第 3部で初期消火訓練を行い、お怪我をされた方を安全に救護するための方法

や注意点・ポイントを学びました。また、昨今の列車内で発生した事件を鑑み、車内ＳＯＳボタン

やドアコックの位置、仕組みなどの車両設備についても学びました。 

改めて、今回のような訓練が行われるようになった経緯を理解するとともに、訓練から得られた

気づきを他の社員と共有し、日々の業務につなげていきます。 

 

 

  

第１部 踏切事故における各部門連係訓練      第２部 負傷者の搬送救護訓練 

 

  

第３部 初期消火訓練              全体閉会式  

【別紙③】 
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意見交換会の様子

Ｂさん 「私がＪＲを利用するときは介助をお願いしています。知り合いの中には介助を断る方も
　　　　いらっしゃいますが、介助を断られた時でも駅社員には見守っていてほしい。なれた人
　　　　や、いつも使っているから大丈夫と思っている人ほど危険だと思う。」と助言をいただき
　　　　ました。

【新入社員からＢさんへ質問】
Ｑ：特に配慮してほしいことはありますか
Ａ：(山陰ではないが)介助の際にスピー
　ドが速い駅社員がいた。人が多く大き
　な荷物にぶつかり、迷子になったこと
　がある。私たちのペースに合わせて
　介助してほしいと感じた。
Ｑ：嬉しかったことはありますか
Ａ：研修中よく利用していた駅で、研修
　最後の日に、駅社員にお別れの言葉
　をかけていただいたときは、とても
　嬉しかった

【意見交換会に参加して】
　　今まで視覚障がいの方からお話を聞いたことがなかったため、今回は大変貴重な機会を
　いただいた。
　　「視覚障がい」と一言に言っても、白杖をお持ちの全盲の方、光覚のみある方、白杖を
　お持ちではない弱視の方まで、多くの方がいらっしゃることを知りました。最も印象に残った
　ことは、視覚障がいの方は聴覚に頼って行動されているため、雨や雪の日には不自由を
　感じやすいということだったので、特に注意してお客様を見守っていきたいと思った。

　２０２１年８月１９日（木）、ＪＲ西日本あいウィルのＡ支店長、リラックスステーションのＢさんと、
米子駅の新入社員３名との意見交換会を開催しました。
　Ｂさんに、普段ＪＲを利用する中で、駅社員に配慮してほしいことや体験されたことなどを
お話しいただきました。
　視覚障がいの方の気持ちや、今後介助をするうえで配慮しなければならないことを知ることが
でき、有意義な意見交換会となりました。

JR西日本あいウィル

Bさん　　

【プロフィール】
大学在学中に視覚障害を
発症。「指圧、針、灸」の
国家資格を取得後、京都で
マッサージセンターに勤務、
起業を経て現在リラックス・
ステーション米子で活躍中。

【別紙③】
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(視覚：鳥取県視覚障害者福祉協会)

鳥取県視覚障害者福祉協会様
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